
平成30年度　第４学年　道徳年間指導計画　　　　　　　　　　津野町立葉山小学校

　　　　　　
	月
	内容項目
	[主題名]

教材名

（出典）
	主題構成の理由
	※ねらい ○発問 ◎中心発問
	他の教育活動等との関連
	「わたした
ちの道徳」
「高知の道徳」

との関連
	地域・家庭

との連携
	評価･振り返り

	四月（第二週）
	礼儀
礼儀
	［心を表すれいぎ］


1．土曜日の学校
（きみがいちばんひかるとき）
	　よりよい人間関係を築き，人間相互の結びつきを支えるために，礼儀は大切な要素である。この礼儀は，時と場に応じて誰に対しても心を込めたものでなければならない。日常生活において，児童の挨拶や言葉遣いなどの礼儀を大切にしようとする心情を養う
ことは重要である。
	※地域の人に昔遊びを教えてもらう子どもたちの姿を通して，礼儀について考えさせ，相手の立場や気持ちに応じて，挨拶や言葉遣いなどの礼儀を大切にしようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「あいさつをしよう」
外国語活動
「Hello!」

学級活動
「あいさつをしよう」

学校行事
「入学式・始業式」

「挨拶運動」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.56を活用する。
	あいさつ運動について話す
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○節子おばあさんとジミーのどんなところが礼儀正しいのでしょう。
◎なぜ，礼儀正しくすることは大切なのだと思いますか。
	
	
	
	

	　四月（第三週）
　
	節度、節制
	［できることは自分で］


2．目覚まし時計
（きみがいちばんひかるとき）
	日常生活において，自分でできることは自分でやるようにし，常に度を過ごさないように心掛け、基本的生活習慣を確立してくことが大切である。そのためには，様々な生活場面で主体的に物事を捉え，自立した態度を身に付け
させることが必要である。
	※よし子の行動について考えることを通して，規則正しい生活を送ることの大切さを理解し，自分でできることは自分でやり，節度ある生活をしようとする態度を養う。
	学級活動

「４年生になって」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.10,11を活用する。
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.37に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○よし子さんは，どうして「わたしのきまり」を作ろうとしたのでしょう。
◎保健室のベッドで，寝ているよし子さんを見て，みなさんはどんなことを考えましたか。
	
	
	
	

	四月（第四週）
	個性の伸長
	[一人一人のよいところ]
3．世界に一つだけの花
（きみがいちばんひかるとき）
	  個性とは，その人その人のものであり，他者には真似ることのできない独自の特徴である。この時期の児童の子どもたちは自分自身の気持ちを意識できてくる。他者から，よさを指摘され，褒められた経験を個々にもたせ,自分の長所を伸ばしていこうとする心
情を育てたい。

	※「世界に一つだけの花」を読み，互いのよいところを見つけ合う活動を通して，個性について考えさせ，自分の長所を伸ばしていこうとする心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳
P.48を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「一人ひとり違う種を持つ」とはどういうことだと思いますか。
◎クラスの友達の「一人一人違う種」をみつけてみましょう。
	
	
	
	

	　五月（第二週）
　
	親切、思いやり
	［思いやりの表し方］
4．本当の思いやり 
（きみがいちばんひかるとき）
	思いやりとは，自他との人間関係において，相手に対する尊敬やいたわりの思いを寄せることで，同情や憐みではない。中学年においては，相手の立場や状況から，「今，困っているな」「大変な思いをしているな」等，心情を より深く理解できるようになる。どうすることが「適切な心配り」になるのかをより深く考え，そのうえで，自ら進んで親切にしようとする意欲を高めることが大切である。

	※骨折した友達を助ける「わたし」の姿を通して，親切や思いやりについて考えさせ，本当の思いやりとは相手の気持ちを察し，行動することが大切であるという判断力や心情を育てる。
	総合的な学習の時間
「ふるさとの川探検①」
カヌー教室
学校行事
「遠足」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.62,63を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○なつみの笑顔に，どうして「わたし」まで，うれしくなったのでしょう。
◎人にやさしくするときに大切なことは何でしょう。

	
	
	
	

	五月（第三週）　
　
	自然愛護
	［自然の大切さ］
5．いのちをつなぐ岬 
（きみがいちばんひかるとき） 
	 　児童には，環境保護や生物多様性の保全の第一歩として，自分たちの身近な自然環境や生き物の生活に関心をもたせること，そのすばらしさやかけがえのなさを考えさせることが求められる。自然に親しみながら自然のもつ美しさやすばらしさを感得させ，身近なところから動植物や自然環境を大切にする心を育みたい。

	※ウミガメの産卵の写真や保護に取り組む人々の思いを通して，自然愛護について考えさせ，自然や動植物を愛し，自然環境を大切にしようとする実践意欲や態度を育てる。
	音楽科
「にっぽんのうた
みんなのうた」
総合的な学習の時間
「ふるさとの川探検」①

水生生物調査

ほたるまつり
	＜終末＞
わたしたちの道徳
P.102,103
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ウミガメを大切に育てている御前崎小学校の子供たちの様子を見て，どんなことを考えましたか。
◎自然を大切にするために，あなたはどんなことができますか。
	
	
	
	

	　五月（第四週）
　
	規則の尊重
	[みんなの場所で]
6. このままにしていたら
（きみがいちばんひかるとき）
	　人はさまざまな集団や社会に属して生きていく。児童も，学級や学校の一員として毎日を過ごしている。中学年においては，教師や友達みんなが自分を支え励ましてくれていることに気づいて感謝し，進んで学級や学校のために活動しようとする気持ちを高めることができるようにしたい。
	※川に遊びに行ったとき，ビニール袋を放置してしまった「ぼく」の行動と気持ちを通して，規則の尊重について考えさせ，規則を守る実践意欲や態度を育てる。
	月目標

「学校のきまりを守ろう」

総合的な学習の時間
「ふるさとの川探検①」
学校行事

「交通安全教室」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.120,121を活用する。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ぼくの様子を通して，どんなことを考えましたか。
◎「みんなの場所を大切にする」には、どんなことが大切ですか。
	
	
	
	

	六月（第一週）
月
	友情、信頼
	[大切な友だちだから]
7. 絵葉書きと切手
（きみがいちばんひかるとき）
	友だちに注意したり忠告したりすることはなかなか難しい。それは，注意や忠告をすることで友達関係にひびが入るのではないかと考えがちだからである。しかし，真の友情を育むためには，注意や忠告をしあえるほどの信頼関係がなくてはならない。互いに注意し，忠告しあい，それを素直に聞きあえる関係をつくることが求められている。
	※ひろ子が正子のことを考え，忠告したことを通して，仲良くするだけでなく，お互いに気づいたことを言い合い，高め合っていこうとする心情を育てる。
	音楽科
「ひょうしとせんりつ」

体育科
「ソフトバレーボール」
総合的な学習の時間
「ふるさと探検①」

学級活動
「楽しいクラスに」
学校行事
「プール開き」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.70の文章と写真を電子黒板に映す。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○母と兄の言葉を聞いて，ひろ子は，心の中で，どんなことを考えていたでしょう。
◎最終的に決心できたのは，どんな気持ちからだろうか。
	
	
	
	

	　六月（第二週）
　
	正直、誠実
	[正直な心で]
8.「正直」五十円分　
（きみがいちばんひかるとき） 
	明るい心で，元気よく生活するためには，自分自身の良心の声に背いて不正をするようなことがあってはならない。しかし現実には自分の損得を考えた結果，自分の良心の声に都合の良い言い訳をしその結果，不正の行動をしようとする場合がある。そんな時，葛藤する心の中にある自分自身の良心の声に耳を傾け，正直で誠実な行動を選択することが大切である。そのことによって満足感とすがすがしさを得られるのである。
	※良心の声に従い，正直で誠実な行動をし，明るい心で元気よく生活する態度を養う。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.38を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○黙ってたこ焼きを食べながら，たけしはどんなことを考えていたでしょう。
◎多かった50円を返したのは，どうしてだろう。
	
	
	
	

	六月（第三週）　
　
	生命の尊さ
	［大切な命］
9．生きているしるし
（きみがいちばんひかるとき）
	子どもたちは「命は大切にしなければならない。」ということは理解しているが，自分のこととして誠実に感じられていない場合が多い。多くの児童の行動範囲が広がり活発なことを好むようになるこの時期に，命の大切さや健康の大切さを改めて意識させる必要がある。命は自分一人のものではなく，多くの人の支えてによって育まれていることを知り，命を輝かせ，精一杯生きていきたいという心情を育てていきたい。
	※自分が生まれたときのことを父親から聞いたちえ子が考えを巡らせる姿を通して，生命の尊さについて考えさせ，多くの人々の支えによって育まれる命を大切にしていこうとする判断力や心情を育てる。

	体育科
「水泳」
学校行事
「プール開き」
「不審者侵入避難訓練」
	＜終末＞
わたしたちの道P.92,93を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○お話を聞いて，どんなことを考えましたか。
◎「命」についてどんなことを考えましたか。
	
	
	
	

	　六月（第四週）
　
	善悪の判断、自律、自由と責任
	[正しいことを行う]
10．言わなきゃ
（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童には，「みんなの意見に合わせる」傾向が見られ始める。物事の顛末の説明に「みんなが・・・」という言葉を使った言い訳も聞かれるようになる。とかく，「他にどう思われるか」が気にかかるようにもなり，自分の思いや考えを直接言えない姿も見られる。学級は，「個々の意見を出し合う場」「お互いに聞き合える場」であることを共通理解としてもつことが大切である。個人が集団に対して自律的に働きかけていく，実践的態度を育んでいきたい。
	※正しいと思うことをクラスメートに言うことができない「わたし」の行動を描いた場面を通して，善悪の判断や自律について考えさせ，正しいと思ったことは自信をもって行おうとする判断力や心情を育てる
	学級活動
「楽しいクラスに」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.30を活用する。
　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「自分のことが嫌になってきた」わたしのことをみてどんなことを考えましたか。
◎「正しいことをする」とはどういうことだと思いますか。
	
	
	
	

	七月（第一週）
	より良い学校生活、集団生活の充実
	[みんなの待っているクラスへ]

11．みんな待っているよ 
（きみがいちばんひかるとき）
	　人は，さまざまな集団や社会に属して生きていく。児童も，学級や学校の一員として毎日を過ごしている。中学年においては，教師や友達みんなが自分を支え励ましてくれていることに気づいて感謝し，進んで学級や学校のために活動しようとする気持ちを高めることができるようにしたい。
	※学校や院内学級のみんなから手紙を受け取り，手術に臨もうとするえみの姿を通して，よりよい学校生活や，集団生活の充実について考えさせ，自らもクラスの一員として明るく過ごしていこうとする心情を育てる。
	学級活動
「楽しいクラスに」
学校行事
「せんだん祭り」
	＜終末＞
わたしたちの道徳
P.70を活用する
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○みんなからの手紙を張ってもらった「わたし」のことをみてどんなことを考えましたか。
◎「楽しいクラス」とは，どんなクラスのことだと考えますか。
	
	
	
	

	七月（第二週）
　
	　　　相互理解、寛容
	[分かり合うために]
12． つまらなかった
（きみがいちばんひかるとき）
	　人の考えや意見は多様である。それが豊かな社会を作る原動力にもなる。そのためには，多様性を相互に認め合い，理解しながら高め合える関係を築くことが不可欠である。望ましい人間関係を構築するためには，自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，自分と異なる意見や立場について，その背景にあるものは何かを考え，傾聴することが必要だということに気づかせたい。
	※何気ない言葉を巡ってすれ違う信二とさとしの姿を通して，相互理解や寛容さについて考えさせ，相手の気持ちを理解し，大切にしようとする実践をきづく意欲や態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.174,175を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○信二とさとしについて，どんなことを考えましたか。
◎「分かり合う」ために大切なことはどんなことだろう。
	
	
	
	

	九月（第一週）　　　　　　　　　　
　

	公正、公平、社会正義
	 [公平な態度で]
13．ちょっと待ってよ 

（きみがいちばんひかるとき）
	　人は，自分と異なる考え方や感じ方，少数の立場や意見などに対し，偏った見方をしたり，優越感を抱きたいがために偏った接し方をしたりすることがある。そうした心の弱さに打ち勝ち,誰に対しても公正，公平な態度で接することができるように差別や偏見を許さない心を育てることが大切である。
	※クラスの異性やけがをしている友達に公平に接することができない京一の態度を見た正広の思いを通して，公正さや公平さについて考えさせ，誰に対しても公正，公平に接しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.178を活用する。
	保護者・地域の方の参画
「ふれあい参観日」

	教材（　）

	
	
	
	
	○「みんなちょっとまってよ」と声をあげたまさひろについて，どんなことを考えましたか。
◎「分け隔てなく行動する」とは、どんなことだと考えました。
	
	
	
	

	九月（第二週）
	親切、思いやり
	[さまざまな思いやり]
14.思いやりのかたち 
（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童は，さまざまな人としても関わりが増え，相手の様子を見て気持ちを察したり，相手の気持ちをより深く理解したりすることができるようになっている。しかし，相手の立場に十分に自分を置き換えることができず，自分の基準で解釈してしまい，相手がつらい思いをしていても気づけないということも少なくない。そこで，相手の置かれている状況を自分のこととして想像し，相手の気持ちに寄り添い親切な行為を進んでしようとする態度を育てたい。

	※視覚障害者の女性に手を貸す「わたし」の行動や思いを通して，親切や思いやりについて考えさせ，相手のことを自分のこととして想像することにより，親切な行為を進んで行おうとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科
「だれもが関わり合えるように」

学校行事
「ふれあい集会」

	高知の道徳P.38を読む。
	地域の方にゲストティーチャーとして、続けて取り組んでいることについて話してもらう。

運動会
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○いつもの帰り道がとても素敵に思えてきた「わたし」を，どう思いましたか。
◎「本当のおもいやり」についてどんなことを考えましたか。
	
	
	
	

	九月（第三週）
　
　
　
	希望と勇気、努力と強い意志
	［くじけず最後まで］

15．ぼくのへんしん 

（ゆたかな心で）
	　不撓不屈の精神や態度は，一朝一夕に身につくものではなく，日々の努力の積み重ねが大切である。困難や障害に出会ったとき，すぐに音をあげたり，途中で投げ出したりするのではなく，それを乗り越えていくことに，人間としてのよりよい生き方が見いだされるのである。その際，周りの人の励ましや称賛が，と
ても大切である。
	＊何度も何度も練習をして足かけ回りができるようになったぼくの姿を通して，自分でやろうと決心したことは、粘り強くやり遂げるよう努力する態度を養う。
	月目標
「運動会の練習をがんばろう」
算数科
「大きな数のしくみ」

体育科
「運動会」
「かけっこ・リレー」
学級活動
「２学期の学級びらき」
学校行事
「プール納め」
「運動会」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.22の文章とクラス写真を電子黒板に映す。

	地域の方にゲストティーチャーとして，続けて取り組んでいることについて話してもらう。

運動会
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○お母さんの言葉を聞いて，はっとしたぼくは，どんなことを考えていたでしょう。
◎何度も何度も練習をして足掛け回りができたぼくについて，みなさんは，どう思いますか。
	
	
	
	

	九月（第四週）

	感動、畏敬の念
	［人の心の美しさ］
16．花さき山
（きみがいちばんひかるとき）

	　美しいもの，気高いものに感動できることは，人間の人生にとって大切なことである。そして，その感情は，生れてからの様々な経験によってつくられていくものである。感受性の鋭い時期の児童に数多く美しいものや清らかなものを体験させることによって素直に感動する心を
育てていきたい。
	※真心の美しさや気高さに感動し，それを大切にしようとする心情を育てる。
	国語科

「忘れ物」
「ぼくは川」
理科
「月や星の動き」
総合的な学習の時間「ふるさとの川探
　検②」


	＜終末＞
わたした
ちの道徳P.111を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○花さき山に咲くいちめんの花を見て，どんなことを考えましたか。
◎人の心の美しさとは，どんなものだと思いますか。
	
	
	
	

	十月（第一週）

	公正、公平、社会正義
	[分けへだてをしないで]
17. ひとりぼっちのＹちゃん
（きみがいちばんひかるとき） 
	　この時期の児童は，誰に対しても分け隔てをしないで接することの大切さを理解できるようになる。しかし，ともすると自分の仲間を優先し，自分の好みで相手に対して不公平な態度で接してしまうことも少なくない。また，仲間意識が強くなるため，公正でないことや不公平に気づいても，忠告できない傾向がある。そこで，分け隔てをすると，相手を傷つけるだけでなく，みんなが安心して過ごすことができないということに気づかせたい。そして，分け隔てなく接する態度を養いたい。
	＊「わたし」の心の弱さを通して、正しいと思うことに対しては，勇気をもって行動しようとする態度を養う。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.178を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○みんながＹちゃんをいじめだしたのを見た「わたし」は，どんなことを考えていたでしょう。
◎「わたしに悪いところがあったら言って下さい。がんばって直します。」と言っているＹちゃんに，「ああ、ごめん・・・・」と心の中で思っている「わたし」を見て,あなたは，どんなことを考えましたか。
	
	
	
	

	十月（第二週）
	個性の伸長
	［自分をかがやかせて］


18．みんなちがって,みん
　　ないい
（きみがいちばんひかるとき）
	　自分の特徴に気づくということは，自分の長所だけでなく短所についても気づくことであり，特徴を多面的にとらえることである。自分を取り巻く他の人々の多様な個性や生き方に触れ，憧れを抱いたり，他者との交流の中で互いを認め合い，長所を伸ばそうとする意欲を積極的に見い出し，長所・短所の両面から自分の個性に気づくことができるようにしていきたい。
	※金子みすゞさんの詩「わたしと小鳥とすずと」と，その詩を読んで感じた，違いを認め合うことの大切さを書いた作文を通して，個性について考えさせ，自分の長所を伸ばしていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	
	保護者・地域の方の参画
保護者の方に手紙を書いてもらって、子どもの良さを知らせる。

	教材（　）

	
	
	
	
	○「みんなちがって，みんないい」を読んでどんなことを考えましたか。
◎自分にとっての「みんなちがってみんないい」とはどういうことだと考えますか。
	
	
	
	

	十月（第三週）

	伝統と文化の尊重、国や強度を愛する態度
	［ちいきを大切に］

19．祭りだいこ
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，地域生活が活発になるのに伴い，地域の行事や活動に興味をもつようになり，郷土に対する理解も深まり，郷土のすばらしさを実感できるようになる。さらに，郷土から視野を広げ，我が国の伝統と文化について理解を深めるようになる。こうした時期を捉え，地域に積極的にかかわろうとする態度や，郷土や国の伝統と分に親しむ気持ちを育てたい。
	※地域の行事や活動に興味を持ち，積極的にかかわろうとする態度を育てる。

	国語科
「秋の風景」
社会科
「吉田新田はどこにあった」

総合的な学習の時間
「ふるさと探検②」
	＜終末＞
高知の道徳P.50を読む。

	保護者・地域の方の参画（松尾さん）
「高知の道徳」P.51に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○お囃子に参加して，お祭りに対する良子さんの考えはどのように変わったのでしょう。
◎「伝統を守る」ためにどんなことができますか。
	
	
	
	

	十月（第四週）

	勤労、公共の精神
	［働くことのすがすがしさ］

20．琵琶湖のごみ拾い 

（きみがいちばんひかるとき）

	  人は互いに支え合い共に助け合いながら社会生活を営んでいる。働くことは単に自分自身が生きていくためだけでなく，社会の一員として自分に課せられた社会的責任を果たして社会に奉仕し，みんなのために役立とうとする側面をも含んでいる。体験的な活動の場を通して，働くことや社会に奉仕することの喜びを感得できるようにして，実践
的態度を培っていきたい。
	※おじさんやすみ太の姿を通して，働くことの喜びを知り，力を合わせてみんなのためになる仕事をしようとする態度を育てる。

	月目標
「そうじをがんばう」
総合的な学習の時間
「ふるさと探検②」


	
	保護者・地域の方の参画

勤労について保護者の方に話をしていただく。（川村さん）
「高知の道徳」P.47に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○おじさんやすみ太についてどんなことを考えましたか。
◎「みんなのためにはたらく」ことについてどんなことを考えますか。
	
	
	
	

	十一月（第一週）
	より良い学校生活、集団生活の充実
	［楽しい学校に］


21．わたしたちの校歌
（きみがいちばんひかるとき）

	 　自分を支え励ましてくれる学校でのさまざまな人々との関わりにおいて感謝と敬愛の念を深め，学校生活における充実感を味わうことを通して学校を愛する心を深めるようにしていきたい。よりよい学校にしようとみんなで協力し合っていこうとする気持ちを高めていきたい。
	※埼玉県熊谷市の小学校で行われた校歌の調べ学習を参考に，自分たちの校歌に込められた願いや思いを発表し合う活動を通して，学校生活や集団生活について考えさせ，よりよい学校生活をつくっていきたいという判断力や心情を育てる。
	国語科
「クラブ活動のリーフレットを作ろう」　
学校行事
「感謝祭」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.150を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○校歌にはどんな思いが込められていると思いますか。
◎「楽しい学校にする」について，どんなことを考えますか。
	
	
	
	

	十一月（第二週）

	友情、信頼
	［友をおもいやって］


22．泣いた赤おに 

（きみがいちばんひかるとき）

	　児童にとって，友達関係は最も重要な人間関係の一つである。よりよい友達関係を築くには，互いを認め合い，学習活動や生活のさまざまな場面を通して理解し合い，助け合い，信頼感や友情を育んでいることが必要である。自分の利害にとらわれる感情を抑制し，友達とのよりよい関係を抑制し，友達とのよりよい関係を考え，互いに助け合おうとする心情を育てたい。
	※友達同士，互いに相手の身になって理解しあおうとする心情を養う。

	算数科
「面積のはかり方と表し方」
図画工作科
「すみですみか」
総合的な学習の時間
「ふるさと探検②」
総合的な学習

「二分の一成人式を開こう」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.74を活用する。
　
　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○青鬼の張り紙を見て，どんなことを考えましたか。
◎「友達を思う」とは，どういうことだと思いますか。
	
	
	
	

	十一月（第三週）

	家族愛、家庭生活の充実

	[すてきな家族に]

23．ブラッドレーのせい求書
（きみがいちばんひかるとき）

	　家族は，日常生活の中で相互の信頼と敬愛によって成り立っている。その家族の基盤となる家庭生活において，家族の一員として楽しい生活を築いていくためには，自分の役割を理解し家族と積極的に協力し合っていこうとする態
度を育てることが大切である。
	※日々の生活を共にしている家族に感謝の気持ちをもち，自分も家族の一員としての自覚を深め，お互いに助け合おうとする心情を育てる。
	総合的な学習の時間「二分の一成人
　式」
※家族愛の作文を紹介する。
	
	保護者方の参画
家族からの手紙を紹介する。
「高知の道徳」P.49に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○お母さんからの請求書を見た，たかしは，どんなことを考えたでしょう。
◎家族のためにどんなことができるでしょう。
	
	
	
	

	十一月（第四週）

	感謝
	［ちいきの人への感謝の心］


24．ぼくたちのバラ花だん
（きみがいちばんひかるとき）

	　感謝の気持ちは，人が自分のためにしてくれている事柄に気づくこと，それをどのような思いでしてくれているのかを知ることで芽生え，育まれる。身近な人々から，見えないところで日々の生活を支えてくれる人々まで尊敬と感謝の念をもって接することができるようにしたい。
	※戦後，広島県福山市で，平和や復興を願う活動があったことを知ったけいたとまさやの姿を通して，先人への感謝について考えさせ，自分たちの町の礎を築いた方たちへの感謝の思いをもって行動しようとする実践意欲と態度を育てる。
	学校行事

「感謝祭」

	＜終末＞
わたしたちの道徳P.86，87を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○バラの花が輝いて見えた二人について，どんなことを考えましたか。
◎「地域の人への感謝の気持ち」についてどんなことを考えましたか。
	
	
	
	

	十二月（第一週）
	正直、誠実
	[すなおになって]

25．なしの実
―アンリ＝ファーブル 

（きみがいちばんひかるとき）

	　人間はそれほど強い存在ではない。ときにはいけないことをしてしまうこともある。しかし，その時の嫌な気持ちに気づいて，さらに正直に話した時のすっきりした気持ち
を感じ取るようにしていけば，明るく元気のよい，生活を実現することにつながって
いく。周りの誘惑や状況に流されずに誠実に行動しようとする態度を育てたい。
	※正直に明るい心で，元気よく生活しようとする態度を育てる。

	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.41を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○お父さんの胸にとびこんでいったアンリについて，どんなことを考えましたか。
◎「正直に生活する」ことについて，どんなことを考えましたか。

	
	
	
	

	十二月（第二週）

	規則の尊重
	[きまりは何のために]

26. 雨のバス停留所で
（きみがいちばんひかるとき）

	　現代では，まず自分の都合を優先して，規則やきまりを軽視する傾向が見られる。所属する集団や社会の一員として，約束やきまりは，みんなが安全かつ安心して気持ちよ
く生活するためにあるもので，守らないと誰かが困ったり，迷惑を被ったりすること
を理解させていきたい。
	※よし子の気持ちや行動を考えることを通し約束や社会のきまりを守って行動しようとする態度を養う。
	算数科

「変わり方調べ」

体育科　
「マット運動」
学級活動
「冬休みのくらし」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.118，119を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○先頭に並んだよし子さんがお母さんに連れ戻された時，よし子は、どんなことを考えたでしょう。
◎バスに乗った後も，いつもと全然違うお母さんの様子を見て，よし子は、どんなことを考えていたでしょう。
	
	
	
	

	十二月（第三週）

	生命の尊さ
	［命の不思議さ］

27. 生き物と機械
（きみがいちばんひかるとき）

	　４年生ともなれば，生命は有限であるという認識が芽生え，だからこそ与えられた命を大切にして，積極的に生きていこうという意欲もみられるようになる。このため，特にこの時期に生きていることの大切さと不思議さを考えることによって，児童の「生命はかけがえのない尊いものである」という心情を育てていきたい。
	※生き物と機械の違いについて考えることを通して，生命の尊さについて考えさせ，与えられた命を大切にしていこうとする心情を育てる。
	
	＜終末＞

わたしたちの道徳P.90，91を活用する。
　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）



	
	
	
	
	○人間と機械の違うところを読んで，どんなことを考えましたか。
◎「大切な命」とはどういうことだと考えますか。

	
	
	
	

	一月（第二週）

	節度、節制
	[よく考えた行動とは]

28．心のブレーキ 

（きみがいちばんひかるとき）

	　中学年の時期は，活動的で，冒険心や好奇心から，行動範囲や交友関係が広がる。そのため，欲求や衝動に対して，つい夢中になり,周りの迷惑や危険を考えることなくやりすぎてしまうことがある。程よく生活できたときの心地よさや，度が過ぎたときのきまりの悪さはどの児童の経験があるだろう。その「心地よさ」あるいは「きまり悪さ」を振り返るなどしながら，心のブレーキをかけることの大切さを考え，実践につなげたい。
	※行き先を告げずに遠くへ遊びに行ったり，遅くまで遊んでしまったりして後悔するよしきの葛藤を通して，節度，節制について考えさせ，身の回りの安全に気をつけて行動し，節度ある生活をしようとする判断力や心情を育てる。
	月目標
「風邪に負けない体をつくろう」
学級活動
「三学期のめあて」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「心のブレーキ」を読み，よしきが，どうしてそれぞれの場面で「でも，まあ，いいか。」と思ったことを，どう思いますか。
◎「よく考えた行動」について，どんなことを考えましたか。
	
	
	
	

	一月（第三週）
	家族愛、家庭生活の充実
	[家族のために]
29．弟のふろ入れ 

（きみがいちばんひかるとき）

	　幼いころは喜んで行っていた手伝いも，中学年になるにつれ嫌がる児童も増えてくる。報酬を求めたり，叱られるから仕方なく，という理由で行ったりするなど，他律的な見方で家庭の仕事をする児童も少なくはない。そこで，「手伝い」ではなく家族の一員として自分が担うべき役割は何かを考え，他律的にではなく主体的に家庭の仕事を行うことで家族の役に立とうとする実践意欲と態度を育てたい。
	※弟のふろ入れという家庭での仕事に取り組む児童作品を通して，家族愛や家庭生活について考えさせ，家族の一員として，家庭生活に積極的に関わろうとする実践意欲と態度を育てる。
	総合的な学習の時間
「二分の一成人式」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）


	
	
	
	
	○「弟のふろ入れ」を読み，「時間がかかっていらいらする」のに，「ぼ　く」が弟のふろ入れを続けていることを，どう思いますか。
◎「家族のためにできること」とは，どういうことだと思いますか。
	
	
	
	

	一月（第四週）

	善悪の判断、自律、自由と責任
	[正しいことを行う勇気]

30．スーパーモンスターカード
（きみがいちばんひかるとき）

	　価値観の多様化が進む昨今では，さまざまな状況に照らし合わせて，「善悪を判断する力」を身につけることが求められる。それが主体的に生きるうえでの基礎になる。正しいと知りつつもなかなか実行できなかったり，正しくないと知りながら周囲に流されたり，自分の弱さに負けてしまうのが人間である。そこで，人間のもつ弱さを踏まえたうえで，指導を行う必要がある。正しいことを行ったときの充実した気持ちや，正しいことを行えなかったときの後ろめたさを振り返り，正しいと判断したときには自信をもって行う力を育てたい。
	※万引きをしようとしている友人を止める「ぼく」の姿を通して，善悪の判断，自律などについて考えさせ，正しいと判断したときには自信をもって行い，正しくないと判断したときには行わないようにする判断力を育てる。
	
	＜終末＞
高知の道徳P.32を読む。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「スーパーモンスターカード」を読み「一つぐらいとっても気づかれないんじゃないか」と言った大地に，何も言えなった「ぼく」について，どう考えましたか。
◎「勇気」について，どんなことを考えますか。
	
	
	
	

	二月（第一週）

	相互理解、寛容
	[みんなの大切な考え]
31．学級会での出来事
（きみがいちばんひかるとき）

	　皆がよりよく気持ちよく過ごすためにも，自分自身の成長のためにも，自分と異なる意見について，その思いや背景にあるものを考え，自分の思いも伝えながら，お互いによりよい考えがもてるような態度を育てたい。

	＊他人の意見を尊重し合えない学級会の様子を通して，相互理解や寛容さについて考えさせ，異なる意見に耳を傾けながら話し合いをしようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「自分の係の仕事をがんばろう」
学校行事
「学習発表会」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.174を活用する。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ドッジボール集会でいいです」といったあずさについて，どんなことを考えましたか。
◎「友達の考えを大切にする」について，どんなことを考えますか。
	
	
	
	

	二月（第二週）
	　　　　生命の尊さ
	[思い出つながる命]

32．おじいちゃんのごくら
くごくらく 

（きみがいちばんひかるとき）

	　今まで児童は，命を育んでくれた家族や周りの人の思いなどにふれ，生きることの喜びや，生命の大切さにも考えてきた。しかし，この時期の児童には，自己中心的な考えから相手を傷つけるような軽はずみな言葉や行動も多くみられる。ここでは，生命が唯一無二であること，命が自分一人のものではなく，多くの人の思いや支えの中で育まれている尊いものであること,与えられた生命を一生けん命に生きることのすばらしさについて感じさせたい。そして，自分と同様に生命あるもの全てを尊く思う心情を育てたい。
	＊祖父との思い出を大切にしている「ぼく」の姿を通して，生命の尊さについて考えさせ，死というものを理解し，自分と身近な人の命を大切にしていこうとする心情を育てる。
	学校行事
「不審者侵入避難訓練」


	＜終末＞
わたしたちの道徳P.92.93を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「おじいちゃんのごくらくごくらく」を読んで，どんなことを考えましたか。
◎「つながる命」について，どんなことを考えますか。
	
	
	
	

	二月（第三週）
	勤労、公共の精神
	［みんなのために働く］


33．神戸のふっこうは,ぼ
　　くらの手で
（きみがいちばんひかるとき）
 
	　社会状況の変化が目まぐるしく，働くことに対する将来の展望がもちにくくなっている今日，自ら進んで働くことへの意欲をもつためには，児童一人一人が働くことのよさや大切さを実感したり，社会に対する奉仕や公共の役に立つ喜びを味わったりする機会を意識的につくっていくことが大切である。そして，自分の役割を果たすだけでなく，力を合わせて仕事をすることの大切さを実感させていきたい。それぞれの役割を生かし，集団で分担して取り組むことで，さらに大きな仕事ができるということにも気づかせたい。
	＊社会生活を営む中で、自分にできることを見つけて積極的に働くことの意義や大切さを知り，社会のために進んで役に立とうとする心情や意欲を育てる。
	月目標
「自分の係の仕事をがんばろう」
学校行事
「大掃除」
	＜終末＞
高知の道徳P.46を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○泣いている子どものために，必死で絵本を探し回っているぼくについて，どんなことを考えましたか。
◎「みんなのためにはたらく」ことについて，どんなことを考えますか。

	
	
	
	

	二月（第四週）

	国際理解、国際親善
	［世界の人々に親しむ］

34．わたしの大切なもの
（きみがいちばんひかるとき）

	　国際理解や国際親善は，グローバル化が進む現代社会によって重要な課題である。世界の平和と人類の発展に貢献するために，他国の人々や文化に積極的に親しみ,関心をもつ態度を育てていきたい。こうした他国の文化への関心をきっかけにして，我が国の文化の存在にも気づき，両者の共通点や相違点にも目を向けていこうとする態度を育てていきたい。
	＊世界の子どもたちの「大切なもの」を紹介した写真や文を通して，国際理解や国際親善について考えさせ，自国の文化と他国の文化の共通点や相違点に目を向けていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	外国語活動
社会科
「世界とつながる福岡県」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.167を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）



	
	
	
	
	○「私の大切なもの」を読んで，どんなことを考えましたか。
◎世界の国々についてもっと知りたいことを考える。
	
	
	
	

	三月（第一週）
	　希望と勇気、努力と強い意志
	[目標に向かって一心に]

35．より遠くへ
（きみがいちばんひかるとき）

	　苦手なことには言い訳をして逃れようとしたり，途中で諦めてしまったりする児童の姿も見られる。また，苦労や失敗の可能性を伴うことやしなくて済むことは最初から背を向けてしまう姿が見られることもある。自分で目標を決めて努力を積み重ねていくことのすばらしさは何ものにも代え難いことを実感させたい。勇気をもって弱い気持ちを克服してやり遂げ，さらなる高みを目ざす人間の姿について考えを深めさせたい。
	※パラリンピックに出場した真海さんの生き方を通して，希望と勇気，努力と強い意志について考えさせ，目標に向かって粘り強くやり遂げようとする判断力や心情を育てる。
	月目標
「１年間のまとめをしよう」

算数科

「４年生の復習」

図画工作科
「ほってすって見つけて」
学級活動
「５年生に向けて」

なわとび大会
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○真海さんの言葉を聞いて、どんなことを考えましたか。
◎「目標に向かって頑張る」について，どんなことを考えましたか。

	
	
	
	

	三月（第二週）
	　　　　　　感謝
	[周りの人にありがとう]

36．朝がくると
（きみがいちばんひかるとき）

	　感謝の気持ちは，身近な人や見えないところで日々の生活を支えてくれているさまざまな人々が自分を生かしてくれていることに気づくことで生まれる。また，現在の生活を築いてくれた高齢者や先人たちへの尊敬や感謝の気持ちに気づくことも大切なことである。自分の生活を支えてくれる人の思いを考え，さらに広い視野でさまざまな人々に思いをはせ，尊敬と感謝の念をもつことが大切である。また，思いをもつことに留まらず，具体的に言葉や行動面でどう表すのかについても考えさせたい。
	※まど・みちおさんの詩や働く人々の写真を通して，暮らしを支えてくれる人々への感謝の心について考えさせ，その方たちに尊敬と感謝の気持ちをもとうとする心情を育てる。
	学校行事

「６年生を送る会」

「卒業式」

	＜終末＞
わたしたちの道徳P.86，87を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○詩を読んで，どんなことを考えましたか。
◎自分の暮らしを支えてくれている人に伝えたいことはどんなことですか。

	
	
	
	


【第４学年道徳科基本方針】


１　重点指導項目　　希望と勇気，努力と強い意志　　親切，思いやり　　規則の尊重


２　基本方針　　　・自分の思いをしっかりと語ることができ，互いのよさを認め合える学級経営を行う。


・教材と関わって，自分の経験を語れる学習展開をする。


・教材を見つめ，自己のこととして考え，生活を振り返り深く考えることができるようにする。


　　　　　　　　　・


　　　　　　　　　・








